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第４回 全国海の再生・ブルーインフラ賞 

 応募要項 
 

【目的】 

我が国の海辺空間の環境再生、普及啓発、青少年の育成のほか、ブルーインフラ（藻

場・干潟等及び生物共生型港湾構造物）の保全・再生・創出を推進し、海辺の環境改善、

地域社会の活性化、カーボンニュートラル等に貢献する活動の実績と成果がある者（自

治体、市民団体、民間企業、教育・学術研究機関等）の取組を称えることで、我が国の経

済・文化の中心である港湾の貴重な海辺空間がより豊かに次世代に引き継がれること、

また、カーボンニュートラルへの貢献を目的としたブル－インフラの拡大に寄与するこ

とを目的とします。 

 

 

【表彰の対象】 

  全国の海域及び沿岸域における環境再生、普及啓発、青少年の育成のほか、ブルーイ

ンフラの保全・再生・創出に取り組む団体活動（事業活動またはその一環として取り組

んでいるものを含む）であって、１年以上継続して行われており、社会貢献の実績と成

果を有するものです。ただし、今回応募された取組が過去に授賞した取組とその活動内

容や取組主体が同一であると認められる場合には、表彰の対象となりませんのでご承

知おきください。 

 

 

【応募資格】 

  自治体、市民団体、民間企業、教育・学術研究機関等の複数の主体が携わる団体活動

を対象とします。 

 

 

【応募方法】 

応募資格者が単独又は共同で応募いただきます。 

応募用紙（様式１－１、様式１－２、様式１－２付属資料、様式１－３及び様式２計

５点）を当法人のホームページからダウンロードいただき、必要事項をご記入の上、令

和８年 11 月 20 日（金）17:00 までに下記の「申請書提出先」宛にメールでご送付くだ

さい。 

◆応募用紙はこちら  https://www.wave.or.jp/doc/blueinfra.html 

（注意事項） 

・ダウンロードしたエクセルファイル中の記載項目のセル（セルの右上が赤くなって

います）をクリックすると、簡単な解説が出てきます。申請内容の作成に当たって

の参考にしてください。 

・様式１－１の「受賞の実績・応募予定」については、応募様式以外の参考資料とし

て以下の資料を必要に応じて添付してください。 

https://www.wave.or.jp/doc/blueinfra.html
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・過去に他の制度も含めて表彰をされている活動については、過去に賞を受けた時点

と現時点での比較ができる資料（様式自由、A4 用紙２～３枚程度の分量を限度） 

 ・様式１－１の「受賞の実績・応募予定」以外の項目に関する参考資料を送付するこ

とは妨げませんが、当該参考資料は審査の対象とはなりませんので予めご了承くだ

さい。また、応募書類（応募用紙、写真、その他の添付資料等）は、返却いたしま

せんので、予めご了承ください。 

・様式１－２の「実施場所」については、簡単に実施場所を記載した上で、様式１－

２付属資料に地図を添付してください。地図に写真や解説を付記することは構いま

せんが、場所に関する説明を行う資料との趣旨を踏まえて作成してください。 

・応募書類（写真含む）の使用権は、主催者に帰属します。 

・応募様式の行や列のセルの幅を極力変えないでください。提出いただいた応募様 

式の分量が A4 用紙５枚を超える場合には、審査の対象外とします。どうしても書

ききれない場合にはフォントを小さくしてください（９ポイント以上）。 

・様式２は、応募取組の概要が分かるよう、①応募取組の概要、②特徴・PR ポイン

トの説明と③取組に関する写真を貼り付けてください。なお、こちらの様式を使

用し 1 ページに収まるのであれば、レイアウトの変更は可能です。 

 

 

【応募締切】 

令和８年 11 月 20 日（金）17:00 まで 

（締切直前での応募は、お問い合わせ先まで提出した旨のお電話をお願い致します） 

 

 

【審査】 

応募多数の場合には「一次審査」と｢二次審査｣の２段階で審査を行います。 

※取組内容について、事務局より問い合わせを行う場合があります。 

  ・一次審査 

    申請者よりご提出いただいた応募様式のみを用いて、審査委員による書面審査

を行い、総合評価の上位者を一次審査通過者とします。二次審査に関する連絡は

令和８年 12 月中に、申請者に通知します。その際に二次審査の実施概要につい

てもお知らせします。 

  ・二次審査 

令和９年１月に行われる審査委員会において、１取組 10 分程度（質疑時間を

含む）で申請者による申請内容の説明（Web で実施）を行っていただきます。 

審査委員会で審査委員の手元に置く資料として、応募時に提出した様式１－

１、様式１－２、様式１－２付属資料、様式１－３及び様式２とします。 

審査委員会での発表に当たっては、上記に加えて、パワーポイント形式の資

料をご利用いただいても構いません。（５枚以内） 

審査委員会における申請者からの説明は Web のみの実施とし、Web で実施す

ることが困難な場合には、二次審査を辞退したとみなします。 
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【審査の主なポイント】 

以下に示すポイントを中心に評価を行います。 

・活動の目的：環境や社会に対する貢献といった本賞の趣旨との適合性 

・取組とその成果：取組の内容、特色とその成果 

・取組の継続性：環境に係る取組の継続期間 

・取組の独自性・先進性：環境に係る取組の独自性・先進性 

 

【審査委員会】 

委員長  來  生   新  横浜国立大学名誉教授／放送大学名誉教授 

委 員  佐々木    淳 東京大学大学院 新領域創成科学研究科 教授 

委 員  木  場  弘  子 フリーキャスター・千葉大学客員教授 

委 員  小  嶋  省  一 全国港湾都市協議会会長市代表（神戸市港湾局副局長）  

委 員  馬 場    智 国土交通省 港湾局海洋・環境課長 

委 員  田 中 知 足 一般財団法人 みなと総合研究財団 専務理事 

 

 

【設置する賞】 

 「国土交通大臣賞」 特に優れている取組 

 「みなと総研賞」  優れている取組 

 

【受賞者の決定】 

令和９年１月頃、応募者に対して文書にて通知するほか、当法人のホームページで公

表いたします。 

  

【表彰】 

賞状及び副賞を授与いたします。 

なお、令和９年２月頃に開催予定の「第 21 回海の再生全国会議」と同日に、同じ会

場で授賞式を行う予定です。 

 

【主催】 

一般財団法人 みなと総合研究財団 

 

 

【後援】 

国土交通省 

 

【お問い合わせ先・申請書提出先】 

一般財団法人 みなと総合研究財団（担当：原、石井） 

〒105-0001 東京都港区虎ノ門 3-1-10 第２虎の門電気ﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ 4F 

TEL:03-5408-8291  

E-MAIL:wavemaster@wave.or.jp  

HP:https://www.wave.or.jp/doc/blueinfra.html（応募用紙ダウンロード） 

以上 

mailto:wavemaster@wave.or.jp
https://www.wave.or.jp/doc/blueinfra.html

